
H31.3.26

■回収状況
配付数 回答数 回収率

755 217 28.7%

■回答者属性
（１）回答者［性・年齢階級］

20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-99 回答無効
男性 1 3 18 27 24 4 77 35.5%

女性 1 6 24 51 38 14 1 1 136 62.7%

性別不明 2 2 4 1.8%

1 7 27 69 65 40 5 1 2 217 100.0%

0.5% 3.2% 12.4% 31.8% 30.0% 18.4% 2.3% 0.5% 0.9% 100.0%

　●　男性では50歳～70歳代が、女性では40歳～60歳代の回答が多かった。

（２）診断時年齢［性・年齢階級別］
20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-99 回答無効 総計

男性 3 5 22 25 17 3 2 77

女性 3 15 42 42 25 6 1 2 136

性別不明 2 2 4

3 18 47 64 50 25 4 6 217

1.4% 8.3% 21.7% 29.5% 23.0% 11.5% 1.8% 0.0% 2.8% 100.0%

　●　診断時の年齢は、男性と女性とで差が見られた。

（３）現在の治療状況
入院 通院 回答無効 総計

男性 7 66 4 77

女性 5 120 11 136

性別不明 1 3 4

12 187 18 217

5.5% 86.2% 8.3% 100.0%

　●　通院治療中の方が8割以上であった。
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（４）居住地と受療地の二次医療圏域
居住地＼受療地 南渡島 札幌 後志 南空知 中空知 北空知 西胆振 東胆振 上川中部 北網 十勝 釧路 回答無効 総計
南渡島 29 2 31

南檜山 2 2

札幌 49 1 50

後志 2 2 4

南空知 1 5 6

中空知 3 6 1 10

北空知 1 3 4

西胆振 12 1 13

東胆振 1 3 4

日高 1 1

上川中部 46 46

上川北部 4 4

富良野 1 1

留萌 1 1

宗谷 1 1

北網 1 9 10

遠紋 3 3

十勝 14 14

釧路 7 7

根室 2 2

回答無効 3 3

総計 31 60 2 5 6 3 12 5 57 9 14 9 4 217

　●　おおよそ居住地と同じ二次医療圏に所在する医療機関で治療を受けている。
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■就労に関する項目
問１ア　診断時の就労状況（人）

　

問１イ　現在の就労状況（人）

　

問１－３　現在仕事の継続の事業主への相
談（問1イ　1～3の回答者）（人）

問１－３－１　相談の結果（問1-3　1の回答
者）（人）

問１－２　診断時、仕事の継続の事業主へ
の相談の有無（問１ア　1～3の回答者）（人）

問１－２－１　相談の結果（問1-2　1の回答
者）（人）

▼以下グラフには性別不明・回答無効を含まないため、回答数合計と数値が一致しない▼

0 20 40 60 80

1 正社員

2 派遣・契約社員

3 パート・アルバイト

4 自営業

5 無職（専業主婦含）

6 その他

女性 男性

0 20 40 60 80

1 した

2 しなかった

女性 男性

0 10 20 30 40 50

1 十分得られた

2 ある程度得られた

3 得られなかった

女性 男性

0 20 40 60 80

1 正社員

2 派遣・契約社員

3 パート・アルバイト

4 自営業

5 無職（専業主婦含）

6 その他

女性 男性

0 10 20 30 40 50

1 した

2 しなかった

女性 男性

0 10 20 30 40

1 十分得られた

2 ある程度得られた

3 得られなかった

女性 男性

●診断時に就労していた人は男女とも約7割であっ

た。

●多くの人が事業主へ相談していた。 ●理解を得られた人が多かったが、得られなかった

とする人が男女合わせて1割程度いた。

●現在就労している人は男女とも5割弱であった。 ●多くの人が事業主へ相談していた。 ●得られなかったとする人が診断時の結果より減少

していた。
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問３　働き方の変化（問1ア　1～4の回答者）
（人）

問３－２　異動・退職の経緯（問３　2～5の回
答者）（人）

問４　必要と思う働き続けるための対応・制
度（３つまで）（人）

問２　職場以外への相談（問１ア　1～4の回
答者：複数回答可）（人）

0 20 40 60 80

1 病院支援センター

2 ハローワーク

3 社労士

4 していない

5 その他

女性 男性

0 10 20 30 40

1 同じ仕事継続

3 退職し再就職

5 退職し就職予定なし

7 その他

女性 男性

0 10 20 30 40

1 自分から希望

2 会社の申出

3 その他

女性 男性

0 20 40 60 80

1 短時間勤務

2 フレックスタイム

3 在宅勤務

4 配置転換

5 賃金補償

6 治療日の有給休暇

7 職場内フォロー

8 休憩場所

9 相談窓口

10 必要ない

11 その他

女性 男性

●診断時に職場以外へ相談した人は少なかった。 ●男女とも診断後も同じ仕事を継続している人が多

い一方で、特に女性で退職した人が多かった。

●異動・退職は会社からの申出が男性で約4割、女

性で約2割であった。

●男女とも休職中の賃金保障、治療日の休暇制度

が必要と思っていた。
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■緩和ケアに関する項目
問６　「緩和ケア」の認知（人）

問７　緩和ケアのイメージ（複数回答）（人） 問８　緩和ケアに関する十分な説明（人）

問６－２　緩和ケアを知ったきっかけ（問6　1
の回答者）（人）

0 20 40 60 80 100 120

1 知っている

2 内容知らない

3 知らない

女性 男性

0 10 20 30 40 50 60

1 以前から

2 医師

3 医師以外

4 相談部門

5 その他

女性 男性

0 20 40 60 80 100 120

1 身体的苦痛の緩和

2 精神的苦痛の緩和

3 薬物療法等と一緒に行う

4 終末期ケア

5 入院患者

6 よくわからない

女性 男性

0 10 20 30 40 50

1 あった

2 なかった

3 求めていない

4 覚えていない

女性 男性

●知っている人は、男性の約7割、女性の約8割で

あった。

●男女とも以前から知っているとする人が半数弱で

あった。

●身体・精神的苦痛緩和、終末期ケアと認識してい

る日が多かった。

●なかったとする回答が男性と比べ女性に多かっ

た。
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問９　緩和ケアを受けたことの有無（人）

問９－４　身体的苦痛の和らぎ具合（問9　1
～2の回答者）（人）

問９－５　精神的苦痛の和らぎ具合（問9　1
～2の回答者）（人）

問９－２　希望が取り入れられるような配慮
（問9　1～2の回答者）（人）

問９－３　スタッフの相談等の対応（問9　1～
2の回答者）（人）

0 20 40 60 80

1 受けている

2 過去に受けた

3 受けたことない

女性 男性

0 10 20 30 40

1 あった

2 なかった

3 希望の申出なし

女性 男性

0 10 20 30 40 50 60

1 応じてくれている

2 応じてくれない時あり

3 応じてくれていない

女性 男性

0 5 10 15 20 25 30

1 和らいでいる

2 大体和らいでいる

3 和らいでいない

4 わからない

女性 男性

0 5 10 15 20 25 30

1 和らいでいる

2 大体和らいでいる

3 和らいでいない

4 わからない

女性 男性

●現在受けている人は、男女とも約3割であった。 ●希望が取り入れられる配慮があったとする回答が

多かった。

●相談等に応じてもらえている（た）とする回答が多

かった。

●和らいでいる（大体含む）とする回答が多かった。 ●和らいでいる（大体含む）とする回答が多かった。
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